
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ネットワーク等の応用ソフトウェアの開発 

 

氏氏名名：：  速速水水  健健一一／／HHAAYYAAMMII  KKeenn--iicchhii  EE--mmaaiill：：  hhaayyaammii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
情情報報処処理理学学会会，，電電子子情情報報通通信信学学会会，，日日本本ココンンピピュューータタ化化学学会会，，日日本本化化

学学会会，，米米国国化化学学会会  

研研究究分分野野：：  情情報報科科学学，，情情報報工工学学，，応応用用情情報報学学，，電電気気電電子子工工学学  

キキーーワワーードド：：  
ウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信，，文文字字列列 CCAAPPTTCCHHAA 難難読読化化，，実実環環境境ででのの無無線線 LLAANN 運運用用とと電電波波伝伝搬搬改改

善善，，IIDD カカーードド活活用用，，PPCC 操操作作手手順順記記憶憶再再生生，，化化学学構構造造ググララフフ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信  

・・ササーーババーー構構築築運運用用  

・・ププロロググララミミンンググ技技術術  

 

 

研研究究内内容容：：    

  

ウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信：：  

ウウェェブブササーーババーーややウウェェブブププロロキキシシーーササーーババーーのの運運用用管管理理  

イインンラライインン画画像像をを用用いいたたウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信のの利利点点とと欠欠点点  

実実習習向向けけ PPHHPP ササイイトトやや SSQQLL ササイイトトのの管管理理運運用用  

ウウェェブブココンンテテンンツツ変変換換ササイイトトのの運運用用（（過過去去））  

文文字字列列 CCAAPPTTCCHHAA 難難読読化化：：  

人人間間ととココンンピピュューータタととのの得得手手不不得得手手比比較較  

実実験験用用 CCAAPPTTCCHHAA 生生成成ササイイトト  

実実環環境境ででのの無無線線 LLAANN 運運用用とと電電波波伝伝搬搬改改善善：：  

国国際際交交流流棟棟ににおおけけるる無無線線 LLAANN ササーービビススとと電電波波伝伝搬搬改改善善  

22..44GGHHzz 帯帯とと 55GGHHzz 帯帯のの電電波波伝伝搬搬比比較較とと改改善善  

RRAADDIIUUSS ササーーババーーにによよるるユユーーザザーー管管理理  

IIDD カカーードド活活用用：：  

磁磁気気スストトラライイププやや，，ババーーココーードド，，IICC チチッッププ，，QQRR ココーードド読読みみ取取りりププロロググララムム作作成成  

読読みみ取取りりププロロググララムムをを応応用用ししたた出出欠欠管管理理  

読読みみ取取りりププロロググララムムをを応応用用ししたた自自転転車車とと利利用用双双方方管管理理シシスステテムム  

PPCC 操操作作手手順順記記憶憶再再生生：：  

キキーーボボーードド，，ママウウスス（（ボボタタンン，，ホホイイーールル，，軌軌跡跡）），，ウウィィンンドドウウ（（位位置置，，大大ききささ，，フフォォアアググララウウンンドド））のの記記憶憶，，編編集集，，保保存存，，再再生生  

化化学学構構造造ググララフフ（（ウウェェブブササイイトト版版あありり））：：  

線線形形入入力力示示性性式式かからら原原子子結結合合表表のの生生成成  

結結合合表表かからら 22 次次元元座座標標のの生生成成  

22 次次元元座座標標かかららのの描描画画  

hhttttppss::////lluucciioollaa..ccoommmm..sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp//  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

ネットワーク等の応用ソフトウェアの開発 

 

氏氏名名：：  速速水水  健健一一／／HHAAYYAAMMII  KKeenn--iicchhii  EE--mmaaiill：：  hhaayyaammii@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
情情報報処処理理学学会会，，電電子子情情報報通通信信学学会会，，日日本本ココンンピピュューータタ化化学学会会，，日日本本化化

学学会会，，米米国国化化学学会会  

研研究究分分野野：：  情情報報科科学学，，情情報報工工学学，，応応用用情情報報学学，，電電気気電電子子工工学学  

キキーーワワーードド：：  
ウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信，，文文字字列列 CCAAPPTTCCHHAA 難難読読化化，，実実環環境境ででのの無無線線 LLAANN 運運用用とと電電波波伝伝搬搬改改

善善，，IIDD カカーードド活活用用，，PPCC 操操作作手手順順記記憶憶再再生生，，化化学学構構造造ググララフフ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信  

・・ササーーババーー構構築築運運用用  

・・ププロロググララミミンンググ技技術術  

 

 

研研究究内内容容：：    

  

ウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信：：  

ウウェェブブササーーババーーややウウェェブブププロロキキシシーーササーーババーーのの運運用用管管理理  

イインンラライインン画画像像をを用用いいたたウウェェブブココンンテテンンツツ配配信信のの利利点点とと欠欠点点  

実実習習向向けけ PPHHPP ササイイトトやや SSQQLL ササイイトトのの管管理理運運用用  

ウウェェブブココンンテテンンツツ変変換換ササイイトトのの運運用用（（過過去去））  

文文字字列列 CCAAPPTTCCHHAA 難難読読化化：：  

人人間間ととココンンピピュューータタととのの得得手手不不得得手手比比較較  

実実験験用用 CCAAPPTTCCHHAA 生生成成ササイイトト  

実実環環境境ででのの無無線線 LLAANN 運運用用とと電電波波伝伝搬搬改改善善：：  

国国際際交交流流棟棟ににおおけけるる無無線線 LLAANN ササーービビススとと電電波波伝伝搬搬改改善善  

22..44GGHHzz 帯帯とと 55GGHHzz 帯帯のの電電波波伝伝搬搬比比較較とと改改善善  

RRAADDIIUUSS ササーーババーーにによよるるユユーーザザーー管管理理  

IIDD カカーードド活活用用：：  

磁磁気気スストトラライイププやや，，ババーーココーードド，，IICC チチッッププ，，QQRR ココーードド読読みみ取取りりププロロググララムム作作成成  

読読みみ取取りりププロロググララムムをを応応用用ししたた出出欠欠管管理理  

読読みみ取取りりププロロググララムムをを応応用用ししたた自自転転車車とと利利用用双双方方管管理理シシスステテムム  

PPCC 操操作作手手順順記記憶憶再再生生：：  

キキーーボボーードド，，ママウウスス（（ボボタタンン，，ホホイイーールル，，軌軌跡跡）），，ウウィィンンドドウウ（（位位置置，，大大ききささ，，フフォォアアググララウウンンドド））のの記記憶憶，，編編集集，，保保存存，，再再生生  

化化学学構構造造ググララフフ（（ウウェェブブササイイトト版版あありり））：：  

線線形形入入力力示示性性式式かからら原原子子結結合合表表のの生生成成  

結結合合表表かからら 22 次次元元座座標標のの生生成成  

22 次次元元座座標標かかららのの描描画画  

hhttttppss::////lluucciioollaa..ccoommmm..sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp//  

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：提供情報の価値を考慮した情報共有の 
ためのネットワーク基盤に関する研究  

 

氏氏名名：：      髙髙橋橋  晶晶子子／／TTAAKKAAHHAASSHHII  AAkkiikkoo    EE--mmaaiill：：  aakkiikkoo@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会  

研研究究分分野野：：  ココンンピピュューータタネネッットトワワーークク  

キキーーワワーードド：：  情情報報のの価価値値，，ププラライイババシシ，，誘誘因因，，イインンセセンンテティィブブ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・デデーータタのの収収集集  

・・ププラライイババシシ  

  

 
研研究究内内容容：：    

  

【インターネット上でのデータ共有】 

ソーシャルネットワーキングサービスやウェアラブルコンピューティング，学習管理システム（LMS）など，様々な

ネットワークサービスを通して，多種多様なデータが日々発生し，これらを収集・分析することで有益な新しい知見

を得られる可能性がある．しかし，現状では，これらのデータはサービスを提供している企業等によって管理・活用

されることが一般的であるため，それを享受できるのは，そのサービスを提供している企業等に限定される．そこ

で，本人が所有するデータをユーザの同意に基づき収集し，幅広く活用する仕組みが提案されている[1]．この制

度は，個人の所有するデータは本人のものであり，個人の意思に基づいて自由に活用すべきだという考えに基づ

いており，データ利用を当該事業者に限定せず，広く企業などの事業者に流通させることを目標としている．これ

に対して，データを提供するユーザのプライバシを考慮しながら，より多くのデータを収集するための手法について

検討を行っている． 

 

【データ提供のための誘因】 

データ提供を行うユーザに対してデータ提供を行う誘因を与える手法としては，データの提供を行うがユーザが

データを提供した際に，何らかの特典を付与するなどによりデータの提供を行う誘因を与える手法が提案されてい

るが，特典によりユーザが感じる満足度はユーザ一人一人異なるため，データ提供を行う誘因となるような満足度

を与える特典を一律に付与することは困難である．そのため，ユーザの価値観を考慮してユーザに付与する特典

を決定する手法が求められる．これに対し，データの内容や質に応じて情報の価値を決定し，その価値に応じた

特典を付与する手法を検討している． 

 

【ユーザ情報の考慮】 

一般的に，インターネット上のサービス利用に対して，個人情報やプライバシに不安を持つユーザは多く，サー

ビス利用に必要となる最低限のユーザ情報の開示によってサービスを利用できることが求められる．これに対し，

ゲーム理論等による，合理的なユーザ情報の開示程度を決定する手法を検討している． 

  

  

  

  

  

                  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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